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キ ン ス に 就 い て 原 蟲學 を學 び 我 が 谷 津 教授 と同時に 同 大 學 よ 9Ph ．　D を 得 た る

篤 學 の 士 な b
。

’
The 　History　of 　Protozoology．　 By 　F．　J．　COLE 　64　pages ： 2port，raits ．　London ：

　 Hodder ＆ Sむough むon 　l926 　3s．

　 著 者 が 倫 敦 大 學 に 與 へ し二 囘 の 講 演録 な b 。 原 蟲發 見 の 初 め よ bSCIIA．UDINN

の 時 代 に 及 ぶ 。 先 人 の 發 見 所 読 の 正 誤 兩 者 を暴 げ て 原 蟲 學 歴 史 の 實情 を 明 示 せ

b。 例 へ ば か の 有名 な る STEIN の 誤 れ る Acinettt　utを記 し S6HA．VDINN の 事 業

の 内 、 球蟲 に 關 す る もの の み 氏 の 高名を後世 に 殘 す に 足 る もの と切 言 せ しが如

し。 原蟲 不 死 読は 著者 に よれ ば 詩人 COLERIDGE の Biographia 　Literaria（1917）
昶 詭 き しを 以 て 最 初 とす る と云 メ、が 餘 b 知 られ ざ る 所 な b 。 詮述 詳 細 な b と雖

ど も 45　p．に 」∬珈 08pOT 嬲脇 BALBIAM （1882）の 省 略 せ ち れ た る を見 る
。 索 引 の

な き と近 年 に 言 及 せ ざ b しを遺 憾 と す と 雖 ど も文 獻 に は 百 四 十 一 個 の 參考 書 の

指 摘 せ られ穴 る もの あ b 。
BtiTSCIILIの 原 蟲 學 歴 史 の 古 く．な れ る 時 に 當 b 此 書 の

發 行 は 原 蟲 學界 の 歡 迎 す る 所 な b
。　　　　　　　　　　　　 （工 藤 六 三 郎 ）

三 崎 臨 海 實 驗 所 行 幸 啓 の 記

　 叩 月 四 日 に 行 幸 啓 の あ る 豫 定 で あ つ た が 三 日の 大 雨 後 と て 一 H 御 延 べ に な リ 五 日 と 御決 定 に な つ た 。

　 五 口 は 絶 好 の 採 集 日 和 。
空 は 花曇 り 風 一つ な い の tc庭 の 櫻 が ノ

・ラ ハ ラ と散 る 。 澄 宮樣 も御 乘 馬 で te出

に な る と の お 知 ら ゼ が あ つ た 〇 九 時三 十 分 、御 用 邸御 禺 門 の 時 間 で あ る o 先着 の 服 部博 士 と
一

し ： に 中 村

部長 、谷 津所 長 、大 島 氏 が 寄 宿舍 へ の 分 れ 路 ま で 御 出 迎 へ 申 し上 げ る 。 十 時 二 十 分 御着。 部長 の 御先導 で

油 壷 を 左 に 見 下 され な が ら實驗 室 へ 進 ま れ る 。 實 驗 室 前 で は 田 原 、藤 田 、小 鹽 氏 、學 生 、大島氏 令嫉 、令息 、
　 　 　 　 　 の

及 び 所 員
一同 お 迎 へ す る e 熊吉 、幸 吉 、重 …欠郎そ れ に 吉 井氏 の 海上探 集組 は 早 速 モ ータ ーの 音 を ひ r か せ

て 日1か け る。 御座所 で は 部 長 、 所長 、 今村籔授、大 島氏 、知 事 の 拜 謁 が 鯵 つ て 直 ち に 御衣服 が へ、雨陛下、

照宮樣お そ ろ ひ で新井 の 砂濱 に お 降 り に な る o 海 上 か ら は る か に 寿 した て ま つ る と 、雨 陛 下 に は 寄 宿 舎 下

の 噺崖 に 立 た tf られ て

’
今村教授が ヒ ミズ 貝 の 孔 と 地震 の 關係な御 説明 申 し上 げ る o 照宮榛 は 砂濱 で 貝殼

な ど お 抬 ひ の 御樣 子 で あ る o や が て 皇 后 陛 下 は 大 島氏 の 御 案 内 で 照 宮漾 と御 一し ま に 澑 壺 へ 御 引 きか へ

し に な る o 聖 上 陛 下 は 谷 津所 長 御 先導串 し上 げ 、 服 部博 土 等 と 足袋 は だ し の 御輕 裝で共 に 磯 採集 か ぜ られ

た こ と と て 多 くの 獲物 Ptと ら れ た と 承 は る Q 丁 度舊 の 十 五 日 で あ る か ら 操集 贈 生 簀の 中 に あ る コ マ チ 、
が

ソ ガ ゼ 、ム ラ サ キ ウ ニ 、丼 フ ソ ウ ニ
、

モ ミ ヂ h
“
　t 、タ コ ノ マ ク ラ s

ス カ シ カ シ バ ソ 、マ ソ ヂ ウ ボ ヤ 、イ ソ バ ナ 、

イ ボ ヤ キ  チ ゴ ケ 、ア カ チ プ サ 、イ ソ カ イ メ ソ 、フ ヂ ナ マ コ
、 ア メ フ ラ シ 、ド ラ ペ ラ、等 な 一

々 御 覧 に な る o 諸

磯 灣 へ は い つ て バ ラ 濱 の 前 の ア t
’
モ の tPZIe底曳 きす る 。 そ の 中 に 皇 后 陛 下 は 漁 壺 の 奥で 、潮 干 狩 を 遊 ば

さ る o 爾 陛下 御
一

し よ に 棧橋 か ら御 上 陸、こ tv　S り 少 し 先 御乗馬 で お 着 き に な つ た 澄宮樣 の 御 醐迎 へ 奄

お 受 け tcな り、 か く て 一時 三 十 分 兩 陛 下 は 更 に 油 壺 の 濱 へ お 下 リ に な り
、 小 綱代 の 杉 田 氏 經 營 の 靈 下 式

の 牡蠣養 殖 の 歌 況 を 御覧遊 ば され 、 大 島 民 御 詭 明 申 し 上 ぐo 聖 上 陛下 に は 、こ の 間 に 澄宮探 は 辮 天 岩

屋 を お 探 り に な リ、水 族室 の 魚 の 群 に 興 が ら れ て 、兩 陛 下 t り お 先 き に 御 乗 馬 で お 蝿りに な つ た 〇 三 時 、わ

ず か の 御 休憩 の 緩 、爾陛 下 は お そ ろ ひ で 水 族室 に お 成 り龕 て 御用意 申 し上 げ た る ア カ ウ ミ ガ メ 、シ ソ チ X

ウ エ ビ 、ス ミ ィ カ 、マ イ カ 、シ ビ レ エ t 、ヨ コ タ エ ヒ 、ト y ビ エ ヒ 、ガ ン ギ X ヒ 、イ タ チ ウ 云 、タ ナ ゴ 、メ h
“
　1レ 、
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『

フ グ、効 ジ ウ 賓
、

マ ，・ギ、マ 残 、イ シ ダ ・
、

仰 ダ ・ 、脚 シ 、タ チ ク ザ 騰 心 K 御覽 に な る ・續 い て 實

瞼 室 で i爽の 如 く御 前講演
」 時聞牛 に 渡つ て 申 し上 ぐ 0

　　　　　　 1）　大 島 正 滿 氏 一珍 奇 な る 魚 類 、三 崎産 カ ニ 類

　　　　　　 2）　 　 同 　 一 ウ ナ ギの 雌雄

　　　　　　 3）　藤田輔世 氏一眞珠 に 讖 い て

　　　　　　 4） 中村渚 二 民
一

天然 及 び 人 工 眞珠 の 物 理 的 鑑別

　　　　　　 5） 谷津直秀氏 一
ウ ニ の 發 生

）

）

）

）

6
冖
‘

89

　　同　　一相模灣深 海海綿

田 原 正 人一＊ ソ ダ ワ ラ の 發 生

大島 正 滿氏
一シ ピ レ ＝ ヒ

中 村涛二 氏 一
シ ビ レ ＝ ヒ の 發 電原 理

　　　　　　10） 今棚 恒 氏
一

關東大震特 1湘 模灣底 の 變 化 （海 底 鯉 及 び 標 本樹 瞰 用｝

か く て 午後酳 四 ＋ 釟 所 員
一雕 襷 邊 碑 榊 滿足 げ に 鱠 骸 た ま は り つ L 御 欝 警 に な つ 為

三 贓 飆 驗 豚 プ、畝 纏 太 励 行 Ff’ あ ｝Jて 故 飯 贓 長 御m ：し 上 げ た る は 難 以 前 の こ とで あ

る 澣 雌 下 は 轍 擁 勦 御 目拠 以 て 行幸 あ り、御艦 實 に 塒 隙 裁 ・事は ・SSft・所長・所 員一同

の 光 榮躯 あ ま 礪 で あ る 諮 鋤 ・ ζ 磁 日 た 一 ず 陰 に あ つ て 御 劼 下 さ つ た 事 務 の ’麟 氏並 び に 小 島

茂 ＿君 に 熱 憾 謝 硬 剛 つ 嘩 鑼 く。 　 　 　 　 〔昭和 三 鞫 肚 日 吉 禰 縛 記 ）

臺北 帝 國大學理 農學部 生 物學科 の 開設

嫐 三 年三 A　
−1一七 日 励 令 捌 て 翻 ヒ蹄 鰍 學 ・・創 設 観 る 事 1・・t・ つ た ・鰍 學部 ・膿 學解 城

る 綜 含 大學 で あ る o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・
一

理 農學 部 は 四 月三 ＋ 日學 生 宣 誓式欅 げ 五 月 五 郎 嫻 講 して 居 る 。

灘 部 は 生 物學 、化 學 濃 學 濃 藝イ匕學 姻 學椰 蛾 握 生 姓 物 學 ・ 化 學 済 五 農學 ニ
ー
協 麟 化學

十 名 を 定員 と す る c

目 下 購 中 唖 騨 科 の 譲 囎 臘 授 1獵 物韆 謝 輙 恭 舷 植物総 數 生態 學 晦 耐瞬 馳 質

學概謚 及鑛物學（早坂
一郊 〉生 物化學 （三 宅 捷 ）

伺擔 妊 教授 の 錨朝を待 ち て 本 年 喞 こ 開 講 き る べ き もの は ・

　應用 菌學（是 立 ．仁 ）昆 蟲學（素木 得
一）。

生物學教室 は 目礎 築徳 い で 居 … 嶽 槻 ・ の 繊 榎 頃 で あ ら   差伽 觸 麟 專 門 部 （齢

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 ｛不坂報 〉
薹i北高等農林學校 ）の 校 舍 奄 使 用 しつ S あ る 。

學 會 記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　五 　 月　 例 　會

＋ ＝ H （土 ｝午 後 二 瞶 陳 大 理 學 部 入 騨 猫 」於 て 鱠 囎 饌 催 ・次 嚇 ｛魴 り 潤 儲

三 ＋ 六 名 。

一、米國 卩 フ
’
ス タ ーの 生 長 に 就 て

　　 附 在米所感
寺　尾　新　君
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